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教育目標「豊かな人間性や社会性を身につけたたくましい稲中生」
「目指す生徒の姿」 稲田中学校学校だより
自ら学ぶ生徒 第 １７ 号
思いやりのある生徒 平成２７年１１月 ４日
健康で働く生徒 文責 校長 安斎 次弥

師弟一如

松明づくり本番！！
１０月３１日（土）

地域の方々やＰＴＡの方々の支援をいただいて完成しまし
た！！ご協力ありがとうございました。
９月２６日萱刈り、１０月１０日の竹切りと萱運びを経て、今回の

松明づくりになりました。今まで松明作り協力会をはじめとする地
域の方々の支援をいただきながら順調に進めてきましたが、３１日
(土）は稲田中学校松明づくり協力会の皆さん、ＰＴＡ役員、保護者
約３０人の方々の支援をいただき、生徒も入って作業を行いました。
生徒は、慣れない作業で初めは戸惑っていたようですが、協力会の
方々やＰＴＡの方々のご指導を受けながら作業を進め、すばらしい松
明が完成しました。ありがとうございいました。

＜今後の日程＞
１１月１３日（金） １３：００ ～ 出発式
１１月１４日（土） 松明あかし参加

大成功秋華祭！！
「繋がれ絆 広がれ笑顔 羽ばたけ青春」

ご協力・ご支援ありがとうございました！！
２４日（土）稲田中最大のイベント第１３回の秋華祭が保護者の方々のご支援・ご協力のもと

無事、大成功のもと終えることができました。今年のテーマ「繋がれ絆 広がれ笑顔 羽ばたけ青春 」
のもと盛大に行われました。特に、稲田小中学校で進めている一貫教育というもあり、小学校の音楽発表
会も行われたことは、新たな歴史を刻んだと思っています。小学生は、中学校での発表ということで緊張
の様子も見られましたが、日頃の練習の成果を十分に発揮してくれました。お疲れ様でした。中学生は、
限られた時間の中で、良いものを発表しようと、学校祭が近づくにつれて真剣さも増し、本番を迎えるこ
とができました。さすが稲中生です。発表までは、いろいろトラブルもあったようですが、そこを学級で
話し合いをすることによって乗り切って発表までこぎつけたようです。まさしく、「雨降って地固まる」・
・・これらの経験をこれからの学校生活に生かしてほしいです。今年度の有志発表は松明太鼓シニアチー
ムでした。和太鼓の発表は迫力のあり、とても見応え、聞き応えがありました。これからも今回の秋華祭
を自信にして学校生活を充実させてもらえたらと考えています。ＰＴＡ役員・厚生委員会の皆様には、朝
から模擬店のお手伝いありがとうございました。例年同様収益については、生徒の部活動資金として有効
に活用させていただきます。なお、詳しい収益等については、後日報告させていただきます。ご協力あり
がとうございました。 閉祭式での表彰関係の次のとおりですが、生徒の一人一人を大いに賞賛したいで
す。
◇テーマ、シンボルマークの部
テーマ：テーマ３－１ 金田 夏海さん シンボルマーク３－１ 金田 夏海さん

◇有志発表の部
有志発表賞：２年２組 渡邊 マナカさん、１年１組大河原 渉君、１年１組 平山 華さん

◇クラス発表の部
最優秀賞：３年１組 優秀賞： ３年２組
優良賞 ：２年１組、２年２組、１年１組

◇合唱コンクールの部
最優秀伴奏者賞：３－１ 金田 夏海さん
最優秀指揮者賞：３－２ 藤田葵加里さん
最優秀賞：３年２組
優秀賞 ：３年１組、２年１組
優良賞 ：２年２組、１年１組

平成２７年度
部活動体験！！

１０月２７日、２８日にかけて平
成２７年度の部活動体験を実施しま
した。中学校に入って、一番気にな
ることは、自分は何部に入るのかと
言うのが気になることの一つだと思
います。残念ながら稲田中学校は、
年々生徒数が減少し、希望する部活
動ができるとは限らないという面が
あります。でも、今ある部活動はど
の部活動でも決して大きな学校には
負けないという実績があります。２
日間という短い期間ですが、いろい
ろな部活動を経験し、中学校生活の
見通しを立てて欲しいです。


